
興味・関心を出発点にして 

   校 長 小松田 早苗 
 

夏休みが終わり、子供たちが自由研究を入れた袋を手に登校してきました。各学級では、一人

一人の努力や工夫が詰まった作品の展示や発表が行われることと思います。 

皆さんは、夏休みの自由研究が楽しみだったでしょうか。それとも、悩みの種だったでしょう

か。私は後者でした。それは、今思うと自分が本当にやりたいことにとことん向き合っていなか

ったからかもしれません。その証拠に、自分がどんな自由研究に取り組んだのか、ほとんど覚え

ていません。しかし、今でも思い出す級友の自由研究がありました。タイトルは「ごきぶりの研

究」。工作が主流の中で異色の作品でした。研究対象の意外性に対する驚きもありましたが、詳

細なスケッチやその特徴・生態をとことん調べ上げたレポートから熱意が伝わり、「研究とはこ

ういうものか。」と彼女に一目置いたものです。 

「自由研究」という言葉は、調べてみると、１９４７（昭和２２）年に試案として出された学

習指導要領に登場します。小学校では、この学習指導要領で「修身、公民、地理、歴史」が「社

会科」になったほか、「家庭科」が新たに加えられるなど戦後の教育の方向性が示されました。

さらに、児童がそれぞれの興味と能力に応じて、教科の発展として行う活動や、学年を越えた同

好者が集まって行う「自由研究」が設けられ、小学４年生以上で年間７０～１４０時間（週に２

～４時間）が充てられました。４年後に改訂された学習指導要領では、教科外の活動へと発展的

に解消しましたが、現在も夏休みの宿題として残る自由研究のルーツとなっているようです。 

自由研究に関しては様々なご意見もありますが、本校では児童が興味や関心をもっているこ

と、不思議に思うことを出発点として追究し、自らの世界を広げていくことを目的として、学年

に応じた取り組みをしています。総合的な学習の時間などと違い、個人の活動なので、なかなか

一人では取り組めない場合もあったかもしれません。そんな時は、大人も一緒になって取り組ん

でもよいのではないでしょうか。私が親として関わった子供の自由研究で覚えているのは、「橋

めぐりの旅」です。丸二日かけて親子で県内の川に架かる橋をいくつも見に行きました。人間の

知恵と造形の美しさを感じた経験から、今でも橋を見ると、これは吊り橋、あれはアーチ橋、あ

れはトラス橋…と、橋の構造に目がいきます。我が子と思い出を共有できたことも私の貴重な財

産です。 

私はよく、子供たちの作品を見ながらその研究に取り組んでいる様子を思い浮かべます。好き

なことに夢中になっている嬉しそうな顔、難しいところがうまくいかず、家の人に手助けをして

もらっている時の会話、いざまとめる段階になって、模造紙やノートを前に悩む姿…。結果や見

栄えでなく、その子らしさが出ていること、そして、それが次への意欲や自信につながっていく

ことを願いながら、一つ一つの自由研究を見ることを楽しみにしています。 

一方で子供たちに伝えたいのは、もし、夏休みの宿題がうまく進まなかったとしても、そのこ

とで学校に来るのを諦める必要はないということです。２学期は気持ちも新たに自分の興味・関

心を出発点にして、今度は友達と一緒に学びを進めていきましょう。 

  令和４年  ９月１日 

練馬区立北町西小学校 

校 長 小松田 早苗 
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心のふれあい相談室について 
心のふれあい相談員 松井 春奈 

北町西小学校では、木曜日にスクールカウンセラー（ＳＣ）、水曜日と金曜日に心のふれあい相談

員が相談室を開室しています。子供たちは基本的に、中休みや昼休み、放課後などに利用できます。

今年度は、１学期に５年生とＳＣ、３年生と相談員が全員面接を行いました。３年生では、相談室

に入ること自体が初めてで、やや緊張気味の子も多くいました。相談室に馴染みのない子供にとっ

ても、困った時に相談できる場所を知っていることが、学校生活を送る中で安心材料となれば嬉し

く思います。そして、いざというときに「そういえば、あんな場所があったな」と思い出してもら

えるよう、日々の関わりを大切にしたいと思います。 

また、保護者の方も相談室の利用が可能です。お子様の生活や学習のこと、関わり方が難しいな

ど、お子様について気になることがあれば、些細なことだと思わずにどうぞお気軽にご相談くださ

い。 

 

 

 

 

挨拶について 

生活指導主任 高橋 純子 

 どこの小学校でも、共通して課題として取り組んでいることが「あいさつ」です。日本の文化と

して「あいさつ」がとても重視されているからです。 

 子供たちは、今、大変大きな社会情勢の変化の中にいます。私たちが子供のころとは違い IT 化

が急速に進んでいます。実際に顔を合わせなくてもコミュニケーションがとれる時代になりまし

た。そんな時代だからこそ学校で、人間関係を作って関わることが大切だと思います。そしてその

関わりの基となるのが「あいさつ」です。 

 「おはよう。」「いただきます。」「ただいま。」など基本的な「あいさつ」について、もう一度ご家

庭でも確認してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳学習・夏季水泳 
体育主任 宮地 暁 

 ６月２７日（月）にプール開きがあり、水泳の学習が始まりました。プールに入ることを、子供

たちはとても楽しみにしていました。今年度も、学級ごとに短い時間の指導となっておりますが、

子供たちは水の中で水の中で動くことや泳ぐことの楽しさを味わうことができている様子です。 

では、年間でプールに入る時間はどのくらいなのでしょうか。１回の時間が約９０分。その中か

ら、着替え、移動、準備、片付けの時間を除くと、プールに入水できる時間は４５分ほどです。

今年度は、４回入れるとすると、時間にして約３時間。それが６年間だと１８時間。小学校卒業ま

で目標は、技能面だけで考えると、クロール、平泳ぎを習得することになります。１８時間で、全

てを習得することは難しいものがあります。残念ながら、夏休みに予定していた夏季水泳も中止に

なってしまい、習熟によって学習の定着を図ることができませんでした。コロナが収まり、公共の

プールに行く機会がありましたら、是非子供たちと一緒に行ってみてはいかがでしょうか。 

残すところ、９月だけとなりましたが、「プール楽しかった！」と子供たちが言えるように安全

に留意して指導してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北西ギネス 

 体育部 戸﨑 由佳 

 昨年度のオリンピック・パラリンピックをきっかけに、スポーツや運動への関心を高めた児童も

多いことと思います。本校では児童の様々な運動経験と運動能力を高めるべく、『北西ギネス』を

実施しています。 

 

実施期間  ９月２０日（火）～１０月６日（木） 

１０月１１日（火）北西ギネス表彰集会 

実施方法 各学級体育の学習にて 

種目   １～２年 フープ２本回し・２０ｍけんけん・ボールドリブル 

３～６年 フープ２本回し・２０ｍけんけん・２人組キャッチボール 

          バスケットボールシュート・バレーボール円陣 

児童はこの期間中、自らの記録向上に向け様々な種目に挑戦します。楽しく運動することへのき

っかけづくりにできればと考えておりますので、是非この機会に、ご家庭でも話題に挙げていただ

けたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリンピック・パラリンピック教育 
体育主任 宮地 暁 

 平成２８年度から、６年間にわたりオリンピック・パラリンピック教育（以下、オリ・パラ教

育）を創意工夫して取り組んできました。本校では、大会後の「学校２０２０レガシー」とし

て、特に「障害者理解」の推進を目指しています。６年生は今年もＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化

症）を患っている方を講師としてお招きし、命の尊さについて学ぶ予定です。障害をもち、それ

を乗り越えようとしている方との交流を通して、多様性を尊重し、心に壁を作らないようになっ

て欲しいと思います。 

２０２４年にパリで夏季、２０２６年にはミラノ・コルティナダンペッツァで冬季オリンピッ

ク・パラリンピックが開かれます。オリンピック・パラリンピックの意義を理解して応援すると、

また違った見方ができると思います。これまでのオリ・パラ教育や、東京２０２０大会を通して、

身に付けたこと、感じたことをこれからの生活に取り入れて、様々なことを考えるきっかけにし

ていってほしいです。 

 

  特別支援教育について 
特別支援教育コーディネーター 養護教諭 山縣 靖子 

夏休み、皆さん元気に過ごせましたか？長い夏休みが終わり、２学期が始まりました。 

毎年楽しみなのが子供たちの自由研究です。どこかへ行ったこと、がんばったこと、調べたり、

取り組んだりしたこと…作品を通して子供たちの「好きなこと」や「得意なこと」が見えてくるか

らです。 

夏休みは時間や場所などの制限が少なく、子供たちが充分に好きなことに向き合ったり、夢中に

なったりすることができるのではないでしょうか。自分でできたことや取り組んだ経験は、一人一

人の自信や満足につながります。そして自信や満足は、次の「やってみよう！」「できるかも！」

につながっていくのではないかと思います。 

特別支援教育というと、何となく「苦手なこと」「不得意なこと」に目を向けられがちです。で

きないことを補うことも大切ですが、得意なこと、好きなことを認めて伸ばしていく…これも私た

ち大人の大切な役割ではないかと思います。 

学校でも子供たちの「好き！」がたくさん見付けられるよう取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

朝…朝会  学…朝学習  音…音楽朝会  （ ）内の数字は該当学年 

日付下部の数字は左から順に第１学年から第６学年までの授業時間 

 

９月の行事予定 

〈スクールカウンセラー来校予定〉 

９月１日（木）８日（木）１５日（木）２２日（木）２９日（木） 

※お問い合わせ 来校日用スクールカウンセラー直通番号  TEL 090－7196－9537 

 

 

職員の紹介 
 

ALT リーズ先生  ３・４年の外国語活動、５・６年の外国語を担当します。 

 

式

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

朝 学 学 学

4 4 4 6 6 6 4 4 4 6 6 6 4 4 4 4 5 6 5 5 6 6 6 6 4 5 5 5 5 5 3 3 3 3 3 3

朝 学 学 学

5 5 5 6 6 6 5 5 5 6 6 6 4 4 5 5 5 6 5 5 6 6 6 6 4 5 5 5 5 6

朝 学

5 5 5 6 6 6 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

朝 学 学

5 5 5 6 6 6 5 5 5 6 6 6 4 4 5 5 5 5 5 5 6 6 6 6 4 5 5 5 5 5

火 水 木 金 土
29

日 月

4 5 6 7 8

2 3
夏季休業日終 ２学期始業式

給食無し
4･5･6年休み明けテスト

4時間授業･短縮時程 給食無し

ことば通級始め

身体計測(1年)

保護者会(1･2年)13:15～14:15

　　　　(3･4年)14:20～15:20

　　　　(5･6年)15:25～16:30

※５年生は移動教室説明会含む

30 31 1

11 12 13 14 15

9 10
給食始
身体計測(2年)
ALT

身体計測(3年)
ALT

小連合水泳記録会(雨天中止)

身体計測(4年)

練馬大根種まき(3年)10:00～

ALT

身体計測(5年) 身体計測(6年)
委員会⑤

土曜公開

18 19 20 21 22

16 17
小中連携パワーアップ会議

(5･6年代表委員児童のみ)

15:40～16:40

避難訓練

ALT

武石移動教室前日健診
13:00～昼休み(6年)
ALT

武石移動教室(6年)①
ALT
キューピー出前授業(5年)

武石移動教室(6年)②
家庭科鰹節出前授業(5年)

武石移動教室(6年)③

25 26 27 28 29

23 24
敬老の日 ALT

朝会
(プールおさめ･ギネス)

生活科見学(1年)
ALT

クラブ④ 秋分の日

30 1
ユニセフ募金告知 ユニセフ募金開始

ALT
生活科見学予備日(1年)
ALT

ユニセフ募金終 たてわり遊び
委員会⑥


